
●出向先での業務内容
　全国社会福祉協議会（以下「全社協」という。）で

は、法人振興部に所属していました。主には全国

福祉医療施設協議会（以下「医療協」という。）の業

務を担当しており、また全国社会福祉法人経営者

協議会（以下「経営協」という。）の業務にも携わっ

ていました。

　業務内容としては、医療協でも経営協でも協議

会の適切な運営のため、資料作成や会議の開催に

係る事務などを行いました。また、大きな会場を

借りて参加者を募って行う全国福祉医療施設大会、

セミナーや研修の開催準備、運営等も行いました。

全社協では令和４年度より、厚生労働省から災害

福祉支援ネットワーク中央センター事業を受託し、

法人振興部が担当部署となっています。１月の能

登半島地震から、当事業の役割がとても大きくな

りました。被災地の避難所や福祉施設などへの

DWATや福祉職員の派遣調整を一から行っていま

したが、限られた人数の中で被災地の方のために

仕事に取り組む方々、それをバックアップする方々

を見て、福祉に対する熱い心を感じました。

●出向先で得たもの、学んだこと
　私がこの出向で得たものは、なんといっても人

脈です。医療協、経営協の協議員との人脈、全社

協内での人脈、どちらも出向しないと出会うこと

がなかった方々でした。今後も長くお付き合いし

たいと思える方に出会えたことは、私の大きな大

きな財産となりました。

　全社協職員という立場に立って福祉の現場を見

ることは、施設のケアワーカーとソーシャルワー

カーにしか就いたことのない私には、貴重な経験

だったと思います。全社協に行ったことで、全国

の社会福祉法人それぞれが、各地域のために尽力

していることを知りました。また、全国の福祉関

係者、特に経営者の方と出会える機会を得られた

ことは、視野が広がる良い経験になりました。

●出向の感想、お礼
　天竜の自然豊かな地から、国の中枢機関が立ち

並ぶ霞が関の中が職場となり、大きな環境の違い

を感じることもありました。その変化により大変

なことも多かったですが、全社協の皆さまに支え

られ無事に職務を全うできたと思っております。

　最後に、法人振興部の皆さま、令和５年度全社

協入社の同期の皆さま、温かく尊敬できる方々ば

かりの環境でお仕事させていただきありがとうご

ざいました。また、今後とも末永くよろしくお願

いいたします。

全国社会福祉協議会での
出向を終えて

人事課
事務員

青山　睦実

▲法人振興部年忘れパーティー（部内）

▲令和５年度全社協入社の同期との旅行！
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これが私の仕事！
　在宅で生活されている高齢者の方・ご
家族の方と一緒に必要なサービスを考え
ています。ご利用者の生活がより良いも
のとなるよう
サービス事業者
や医療機関と連
携し、ケアプラ
ンの作成をして
います。

これからの目標
　これまで当法人の入所施設や地域包括
支援センター等で、ケアワーカーやソー
シャルワーカーとして、様々な経験をし
てきたことが自分の強みだと思っていま
す。これまでの経験を活かし、ご利用者
から信頼していただけるようなケアマネ
ジャーになりたいと思います。

ある日のスケジュール

この職種を選んだ理由
　高齢者支援の仕事に就きたかったた
め、高校は福祉科へ行きました。そこで
介護福祉士の資格を取得したのですが、
担任の先生から「社会福祉士やケアマネ
ジャーの資格をとって、介護のスペシャ
リストになってね！」と言われたのが
きっかけです。

仕事のやりがい
　ご利用者やご家族から「良いところを
紹介してもらえてよかった」「以前より明
るい表情になった」と言ってもらえたと
きはやりがいを感じます。

印象的だった
エピソード

　ケアマネジャーになったばかりの頃、
支援困難なご利用者の対応に悩み、週1
回の定例会議で相談しました。その際「個
人で受けている仕事ではない。事業所で
受けている仕事だから、なんでも相談し
ながらやっていこう」と言ってもらえて
とても心強く感じました。

宮脇ケアサポートセンター
主任　ケアマネジャー

河村　祐衣子

在宅生活を
明るく応援したい！

8:30 9:00 10:00 12:30 13:30 15:00 16:00 17:30

ケアプラン作成

ご利用者のご自宅や
事業所へ訪問します

お疲れ様でした！

ちょっと一息♪

毎週火曜日に
行います

一人ひとりに
合ったプランを

作ります

1日の予定確認や
報告を行います

朝礼

訪問

訪問

お昼休み

退勤定例会議
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これが私の仕事！
　主にご利用者の健康管理や薬の管理を
行います。常勤医師がいないため医療ケ
アの判断を求められ大変なこともありま
す。医師の指示に基づく医療行為、感染
予防や対策、緊急時の対応、看取りなど
質の高いサービスを提供ができるよう他
職種との連携も大切な仕事です。

仕事のやりがい
　ご利用者と長い時間関わりを持つこと
ができ、病気や体力低下で苦しんでいる
方を近くで支え、命を助け回復のサポー
トをすることで、ご利用者とご家族まで
も笑顔にできることがやりがいです。

これからの目標
　私自身、あと２年で定年を迎えます。
健康で最後まで働かせていただくことを
目標とし、ご利用者と一緒に楽しいこと
をたくさんして笑顔で日常が過ごせるよ
う健康面で支えていきたいと思います。

ある日のスケジュール

この職種を選んだ理由
　看護師は子どものころからの夢でした。
特別養護老人ホームのことは全く分から
ず入社したのですが、毎日忙しく楽しく
ご利用者と過ごし、気づいたら26年経っ
ていました。コミュニケーションを大切
にしながらご利用者の日常生活に寄り
添った看護ができる良い職種だと感じま
す。

印象的だった
エピソード

　新型コロナウイルス感染症によるクラ
スターが発生しました。通常の介護・看
護でさえ十分にできず、病院にも入院で
きず目の前で苦しんでいるご利用者を見
て、何とかしてあげたいと皆で支援し続
けたことです。もうあのような思いはさ
せたくないですし、したくないと痛感し
ました。

しらいと
主任　看護師

伊藤　恭子
健康管理はお任せください

毎週水曜日の午後は回診日
嘱託医の関先生と看護師の仲間

8:30 9:00 10:00 12:00 13:00 15:00 16:00 17:30

パソコンを囲んで皆で情報共有

皆でラジオ体操！ ご利用者の様子を
記録します

医師に報告
しています

入浴後の
処置をしています

朝礼・申し送り

申し送り・退勤

お昼休み

処置 回診

記録
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施設の    活動紹介みんな
元気、みんなの笑顔 体験し

て発見の毎日！

リズム活動を見てもらったよ

　子育てセンターやまびこの園児や、やまびこデイサービスセンターのご利用者と交流を深めていま

す。夕方には、園児と一緒に鬼ごっこで遊ぶなど積極的に関わっています。また、やまびこデイサー

ビスセンターの節分の行事では、鬼に変装して訪問したり、子どもたちが制作したメッセージカードを

プレゼントしました。世代間交流を通して思いやりの気持ちや優しさを育んでいます。

世代間交流

　週一回リズム活動の日があります。ピアノの音に合わせてのびのびと機敏に身体を動かす子どもた

ち。自分の出番を今か今かと待ち、笑顔で動き出す、その子ども達の様子をご家族に見ていただけ

るように参観日を設けました。ご家族が見守る中で、自己発揮できた子どもたちの表情は自信に満ち、

輝いて見えました。

やまびこデイサービス
センターの一角を借りて

勉強や遊びを
楽しんでいます

一緒にすると

楽しいね

子育
てセンターしばもばもば と

やまび
こ児童クラブラブラ

高い山
を

作ったぞ
！

ピアノの音で

身体が自然に
動くよ

メッセージカード
読んでね！

思い切り走ると
気持ちいい
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施設の    活動紹介みんな
元気、みんなの笑顔 体験し

て発見の毎日！

とある日の活動の様子

歯科点検を行いました

　くんまデイサービスセンター内で無料の歯科点検を実施しました。現在、熊地区

や阿多古地区に歯科がないことから今回の取り組みを考えました。歯科医師と歯科

衛生士が1名ずつ来所し、ご利用者や地域の希望する高齢者に歯の点検を行いまし

た。点検を受けた方からは、「しばらく歯科を受診することがなかったから、この機

会に歯の状態を診てもらえてよかった」という声が聞かれました。今回の点検で、歯

科を受診するご利用者や地域の方も複数見られました。

　生活介護（天竜厚生会いとめ）と放課後等デイサービス（天竜厚生会ささえ）の多機能型事業所

として令和５年10月に開設しました。個別訓練を中心とした活動を行い、生活介護では作業や機

能訓練を行い、放課後等デイサービスでは机上活動や外出での体験による生活訓練を行っていま

す。ご本人の「できること」「やりたいこと」を大切にしながら支援を行っています。

リラクゼーション
活動
（足浴）

多機
能型事業所い所い所 とめとめと

くんま
デイサービスセンター

機能訓練
（歩行訓練）

歯科点検
の様子

学習活動
（数の仕分け）

造形活動
（節分）

社会活動
（買い物体験）

生産活動

（洗剤小分け）

歯科点検の
ポスター

天竜厚生会いとめ
天竜厚生会ささえ
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子育てセンターみゅうのおか
園長

河合　育世

【第２回現地指導・モニタリング】
　当法人のチームカンボジアメンバーが12月９日

から８日間、現地指導のためにカンボジア王国バッ

タンバン州を訪問しました。現地では事業のコン

セプトである「遊びや環境を通した学び」をカンボ

ジア全国に普及するため、普及活動の中心となる

トレーナーを育成する研修が行われています。今

回は、トレーナー研修のモニタリングや助言、ワー

クショップの実施を目的として訪問しました。

【事業終了に向けて】
　令和２年からシャンティ国際ボランティア会（ＳＶＡ）の協力団体としてスタートした本事業ですが、令和

６年４月をもって一旦終了となります。事業を通して、現地の幼児教育関係者の皆様との親交が深まり、天

竜厚生会やチームカンボジアに非常に親しみと信頼感を持って下さっていることも感じました。また、現地

と当法人の園をつなぎ、多くの交流の機会を設けていただいたことで、園児・保護者・職員にとってカンボ

ジア王国が身近な国になり、興味や親しみが増したと感じています。

　引き続き、『カンボジア北西部の公立幼稚園における幼児教育のアクセスと質の改善事業』において、令和

７年２月まで支援を行って参ります。今後もカンボジア王国の発展に協力していければと思います。多くの

出会いと貴重な経験、学びの機会をいただき、心より感謝いたします。

【ガイドブック完成式典】
　本事業で作成されたガイドブックがカンボジア

王国の承認を受け、全国で普及されることになり

ました。２月２日にプノンペンで行われた完成式

典へチームカンボジアメンバーの代表者として参

列し、教育大臣（兼副首相）の承認宣言を受け、

ガイドブックが各州の代表者に手渡される場面に

立ち会うことができました。

▲式典での集合写真

JAICA草の根技術事業（草の根パートナー型）
カンボジア王国幼児教育カリキュラムに基づく

「遊びや環境を通した学び」実践のための
基盤構築事業への協力について　その4
第2回現地指導報告と事業の終了に向けて

現地指導参加後の園の反応 チームカンボジアに参加して

　渡航前、園児や保護者に「カンボジア　いっ
てらっしゃい」と温かく送り出していただき、
帰国後は、アンコールワットを工作する子、「カ
ンボジアの事聞かせて」と質問する子等、カン
ボジアへの関心が高まったことを感じました。

　初めての経験ばかりで緊張の連続でしたが、
実際に現地の方々と関わる中で子どもを思う気
持ちは日本もカンボジアも一緒なんだなと感
じ、とても嬉しく思いました。

子育てセンターさやのもり
保育教諭　　矢部　さとみ

子育てセンターにじいろ
保育教諭　　八木　良太

チームカンボジア

メンバーより

詳細はブログを
ご覧ください！
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　私はインドネシアのジャカルタにある、ソーシャ

ルワーク・スケッチ財団で働いています。市役所

などと連携しながら地域のニーズを特定したり、

災害時には避難所で避難者のニーズの聞き取りを

行ったりしています。ボランティアに対する研修

や啓発活動も行っています。インドネシアの福祉

はまだ充実していませんが、先進国の福祉はどう

なのか、どのような考えに基づいてサービスが提

供されているかについて、本を読むだけでなく、

実際に体験したいと思いアジア研修事業に参加し

ました。

　天竜厚生会では、９月28日から１月17日までの

約３か月半、障がい者施設や高齢者施設、子育て

センターや相談支援事務所、さまざまな場所で研

修しました。一人ひとりのご利用者の状況は異な

りますが、食事を含め介護の仕方など、その人に

あわせた支援をしている場面を見て、とても大切

なことだと思いました。

　天竜厚生会は、施設サービスのほかにも、福祉

教育や精神障がいの啓発活動、地域づくり、学習

支援など、地域の方々に対してもいろいろな活動

を行っています。特に福祉教育は、いろいろなこ

とを考えるきっかけになりました。福祉はお金の

支援など、目に見えることだけではありません。

子どもの頃から、心から人を支えあう気持ちを育

てることが大切だということを感じました。

　天竜厚生会での研修を通して、社会福祉は社会

の一部の人だけでなく、すべての国民にとって共

通の問題であることを学びました。そして、エン

パワーメントするための行動や考え方も重要だと

考えるようになりました。

　インドネシアに帰国後も、「誰でも幸せになる権

利を持っている」という福祉の考え方に基づいたプ

ログラムを作成し、まずは地域の子どもたちやそ

の家族が幸せになれるよう、力を注ぎたいと考え

ています。

　研修中、私の要望を取り

入れてくださり、私の研修

を全面的にサポートしてく

ださった職員の皆さまに、

心から感謝しています。あ

りがとうございました。

天竜厚生会の研修を終えて

▲職員の皆さんと。素晴らしいチームでした！

▲高校の授業で、インドネシアの福祉について話しました。

社会福祉法人全国社会福祉協議会
アジア社会福祉従事者研修第37期生

リズキ　アクマル
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　令和５年度に、当法人の障がい児通所支援事業

所全体で、職員が目指すべき方向や果たすべき役

割を明確にすることを狙いとして、グランドデザ

インと職員が大切にすべき考え方をまとめました。

　当法人は、現在３か所の児童発達支援事業「天竜

厚生会ちゃるか」「こでまり」「そよかぜ」と３か所

の放課後等デイサービス「天竜厚生会りいお」「やま

ぼうし」「天竜厚生会ささえ」を展開しています。約

８年前の障がい児通所支援事業所設立当初は４か

所でスタートし、それぞれの実情に合わせて事業

を運営していくことで精いっぱいでした。しかし、

現在では事業所も６か所となり、障がい児通所支

援事業に対する思いを伝え合い、より良い支援の

形を語り合えるようになりました。

　平成24年の児童福祉法の改正により障がい児支

援は、障がいの軽減を目指すものではなく、子ど

も達がそれぞれの地域での育ちと成人期に向けて

の暮らしを見据えた支援を行うものと転換されま

した。

　また、「療育施設」と呼ばれることもある障がい

児通所支援事業所ですが、「療育」の概念も治療や

教育が中心の概念から、個人の発達の促しに加え、

家庭生活への支援や暮らしやすい地域への支援に

まで概念が拡大しました。

　自分たちの役割である「療育」とはなんだろう？

という疑問が、今回のグランドデザインをまとめ

るきっかけでした。「できない」ことを「できる」よ

うにするための方法は様々あり、現場で働く私た

ちはその技術を会得していく必要があります。し

かし、私たちは目に見える成果にとどまらず、子

ども達が今後生きていく世界で自分の強みを活か

して生きる力をつけていくことこそが「療育」の基

盤であり、それを当法人の６事業所で共有し、子

どもと日々向き合っていきたいと考え、このよう

なデザインをまとめました。

　当法人において障がい児通所支援事業が始まっ

て８年が過ぎました。社会のニーズに伴い国の施

策も変化しています。それでも変わらないで繋い

でいくべき思いは、このグランドデザインによっ

て残ります。

　私自身は令和５年度で現職を離れましたが、こ

のデザインが子ども達、保護者や職員とどのよう

に共有され、事業が展開されていくか、今後に期

待を込めて見守っていきたいと思います。

▲�グランドデザインはこちらか
らご確認いただけます

▲障がい児事業所版グランドデザイン

「障がい児事業所版
グランドデザイン」の完成

前：やまぼうし
　　主任　保育士
現：子育てセンターかきのみ
　　保育教諭

大橋　典子
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　令和６年３月11日に入社式を開催しました。「大卒16名、短大・専門卒12名、高卒等10名　合計38名」の

新任職員が当法人へ入社しました。

　新任職員の皆さんは緊張しながらも、笑顔がみられ同期との時間を楽しんでいただけたと思います。

　さて、毎年開催される入社式ですが、無事に入社式を迎えるまでには様々な準備が必要となります。今回

は入社式を開催するまでの裏側を少しお見せしたいと思います！

入社式を開催しました！！
～入社式の裏側紹介～

前　人事課　事務員
現　あかいし学園
　　ソーシャルワーカー

川村　美帆
　　ソーシャルワーカー　　ソーシャルワーカー

　今回は協力部署の一部しか紹介できませんが、

その他多くの部署の協力があり、入社式を開催

することができています。様々な事業があるか

らこそ出来る！当法人の強みでもあります。

　新任職員の皆さん！天竜厚生会職員の一員と

して同期、そして職場の仲間と共に頑張ってい

きましょう。皆さんの活躍に期待しています！

　入社式当日の看板は、毎

年天竜ワークキャンパスが

貼替え作業をしてくれます。

　入社式では新任職員に提出してもらう書類が複数あ

るため、事前に書類説明会を実施します。書類の説明

と共に、今後の研修の説明や社会人になるにあたって

の心構えをお伝えします。

　入社式後の健康診断に関

連する書類も準備します。

天竜厚生会診療所の協力し

てもらい実施します。

　前日には人事課と総務課で、

入社式の最終準備を行います。

看板貼替え

Web書類説明会

健康診断の準備

会場設営

＼準備無事に終わりました！
／

＼準備無事に終わりました！
／

＼健
康診
断検
査キ
ットを

準備中！／

＼健
康診
断検
査キ
ットを

準備中！／
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　天竜厚生会では令和６年度４月より天竜区青谷

に新設された天竜エコテラス内浜松市新清掃工場

及び新破砕処理センターにおけるプラスチック製

容器包装の手選別作業を請負い、当法人の就労支

援事業所のご利用者に新たな働く場を提供してい

ます。当法人は浜松市の公共事業としてプロポー

ザルが開始された当初より協力企業として参画し、

建設が開始されてからもその進捗を見守ってきま

した。

　令和５年12月より試運転を開始しており、日々

ご利用者と職員が作業に従事しています。機械に

より破砕され軽量・重量に振分けられたプラスチッ

クごみが２系統４つのラインで分かれてコンベア

を流れてきます。そこから禁忌品（刃物や電池、医

療廃棄物等）や不適切物（浜松市の指定ごみ袋や汚

れたプラスチック容器等）を取り除き再生可能なプ

ラスチックを選別します。試運転開始当初は予想

以上のゴミの量やコンベアのスピードにご利用者・

職員ともに作業を担っていくことに対する不安を

感じていましたが、回数を重ねる中で作業効率や

質も上がり、作業への参加を楽しみにしてくれる

方も増えてきま

した。請負元企

業の方にお褒め

の言葉をいただ

けることもあり、

日々の励みとなっ

ています。

　静岡県の受託事業として実施している「ふじのく

に型学習支援事業」の春合宿が３月24日～26日に

２年ぶりに実施されました。小学４年生～高校生

代の総勢44名が２泊３日を共に過ごしました。こ

の春合宿のメイン活動となったのが１DAY職業体

験です。浜松市天竜区二俣クローバー通り商店街

の店舗やその他周辺店舗、当法人事業所の天竜福

祉工場、子育てセンターすぎのこ、スーパーはま

なの協力のもと、子ども達自身が興味のある体験

先を選び、実際のお仕事を体験させていただきま

した。初めは緊張した面持ちの子ども達でしたが、

徐々に緊張がほぐれ、働く大変さを感じると共に

楽しさややりがいを見つけることが出来たことと

思います。

　初めて合宿に参加した私にとって、様々な個性

を持つ子ども達との関わり方に苦慮することもあ

りましたが、思わぬところで協力し合ったりお互

いを気遣ったり、真剣な様子で活動に取り組む姿

を見ることができ、子ども達の心の成長を実感す

ることができました。

　これからも

子ども達の学

びとなるよう

な合宿を目指

していきたい

と思います。

地域で働く場を作る
～天竜エコテラスでの実践～

ふじのくに型学びの心育成支援事業春合宿
～地域における１DAY職業体験の実施～

就労支援課
主任　ソーシャルワーカー

蒔田　友美

地域福祉課
ソーシャルワーカー

長津　由希

▲�プラスチック製容器包装手選別作業の
風景

▲森のマルシェきころにて品出しする様子
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　福祉サービス第三者評価（評価機関：一般社団法人静岡県社会福祉士会）を受審しました。受審部署は以下

のとおりです。
№ 受審部署 評価実施期間

１ 特別養護老人ホーム さやの家 令和５年６月～令和６年３月

２ 障害者支援施設 天竜厚生会アクシア藤枝 令和５年６月～令和６年３月

３ 就労継続支援Ｂ型事業所 みのり 令和５年６月～令和６年３月
※�第三者評価受審結果については順次、静岡県、各受審機関および当法人の第三者評価結果公表ページに掲

載予定です。

静岡県

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/1002960/1002962/index.html

一般社団法人静岡県社会福祉士会

http://kir021235.kir.jp/nc/htdocs/?page_id=51

当法人ホームページ

https://www.tenryu-kohseikai.or.jp/koukai/hyouka/

2023年度
福祉サービス第三者評価 受審状況

　
　

　

　2022年度に続き、2023年度も健康

経営優良法人認証に向けた取り組みを

実施してきました。結果、2024健康経営優良法人

に認定されました。以下、2023年度の主な取り組

みについて紹介いたします。

【他機関との連携】

　法人のみでは情報・分析・実践には限界がある

ため、協会けんぽ静岡支部や浜松市ウェルネス推

進事業部に相談を掛け、各イベントの紹介や取り

組み方法のアドバイス、課題の抽出等を行ってき

ました。

【研修の実施】

◆全職員向け

　産業医による感染対策に関する研修

　テーマ：新型コロナウイルス感染症 

◆管理職向け

　①産業医による健康経営に関する研修

　　テーマ：健康経営における健診

　②女性特有の健康課題に関する研修

　　テーマ：女性の課題を考える

　③喫煙による健康被害に関する研修

　　テーマ：新型タバコも吸っちゃダメ！

【その他の取り組み】

　①禁煙デー（毎月第２水曜日）の設置

　②法人本部構内ウォーキングコースのリニューアル

　③はままつ健幸クラブへの参加

　2024年度も引き続き健康経営への取り組みを推

進していきます。

2024健康経営優良法人認証
前：総務課　課長
現：浜名　施設長

森川　正志
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　私は、令和６年能登半島地震による被災状況を

知る事で、当法人の基本理念「九十九匹はみな帰り

たれど、まだ帰らぬ一匹の行方訪ねん」に基づき、

法人職員として私なりの役割を務めたいという思

いと、今後想定される東海エリアで震災が発生し

た際に私が出来る役割の幅を広げたいという思い

がありました。そのため、２月10日～16日の７日間、

石川県輪島市で全壊被害に遭われた認知症高齢者

グループホームのご利用者が避難されている石川

県かほく市の避難所でボランティアとして支援さ

せていただきました。

　避難所では、他県からの応援職員と共に支援に

あたりました。ご利用者のアセスメントを行い意

見交換することで、応援職員と連携し、これから

の活動の基礎作りをしました。ご利用者支援では、

ユマニチュードの技法で「ケアの４つの柱」と言わ

れる「見る・話す・触れる・立つ」を実践し、避難

所での生活でも人としての尊厳が確保されるよう

に支援にあたりました。石川県の方言が聞き取れ

ない事もありましたが、ジェスチャーを織り交ぜ

て笑顔で傾聴する事でご利用者との信頼関係を構

築できたと思い

ます。これから

も法人職員とし

て基本理念に基

づいて行動した

いです。

　今回、静岡D-WATとして令和６年２月25日～28
日の４日間、石川県志賀町へ災害派遣に行きまし
た。静岡D-WATは災害発生後の１月10日から災害
派遣を続けており、私が派遣されたのは最終クー
ルで、静岡D-WAT撤退、避難所運営を地域移行す
るタイミングでした。
　被災後、２ヶ月が経過している志賀町において
は、ライフラインが復旧しつつあり、一部の飲食
店も営業している状況でした。避難所で生活をし
ている方々も自宅の片付けなど、徐々に避難所を
出て、日常に戻っている中で、避難所に残ってい
るのは、高齢者や精神疾患を抱えている方など、
要配慮者の方々でした。そうした状況の中、今ま
でのD-WAT活動で派遣された方々が蓄積した要
配慮者の情報を地元の保健師や地域包括支援セン
ター、民生委員、生活支援コーディネーターに繋

いで、避難所運営を地域移行していくことが私達
の最終ミッションでした。被災や長期の避難所生
活にて精神的疲労が募っている要配慮者を各関係
者及び関係機関へと引き継いでいく中で、普段か
ら地域住民との繋がりを大事にし、信頼関係を構
築しておくことも災害への備えとして重要である
と改めて感じました。
　今回の貴重な経験を活かし、施設相談員として
どう行動するべきか、改めてシミュレーションし、
施設運営やBCP対策に取り組んでいきたいと思い
ます。
　最後に、被災された方々
がいち早く安心した生活を
送ることができるようにお
祈り申し上げます。

被災地ボランティア活動について

能登半島地震に係る
静岡D-WATの活動を終えて

▲�避難所にて他県D-WATとの
ミーティング

▲�避難所の外観です。近隣には商業施設
があり、不足品などを購入できました。

しらいと
ケアワーカー

瀬戸　漠

さやの家
主任　ソーシャルワーカー

梶　裕一郎
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【助成団体名】　公益財団法人JKA

【事　業　名】　福祉車両・就労支援車両等の整備

【事　業　所】　天竜福祉工場

【実　施　事　業】　送迎車両の整備

【総　事　業　費】　3,361,390円

【助　成　金　額】　2,025,000円

　この度、公益財団法人JKA様の助成を受け、天竜エコテラ

スでプラスチックごみの手選別作業を行うご利用者の送迎のための車両を整備することが出来ました。今後

もご利用者が従事する作業内容や働く場の拡充、地域にとって欠かせない役割を担う貢献的な仕事が出来る

よう役立ててまいります。公益財団法人JKA様に心より感謝申し上げます。

【助成団体名】　一般財団法人第一生命財団

【事　業　名】　子どもの未来を応援する保育所等助成事業

【事　業　所】　子育てセンターにじいろ

【実　施　事　業】　ウッドフェンス・絵本350冊の整備

【総　事　業　費】　911,800円

【助　成　金　額】　911,800円

　この度、一般財団法人第一生命財団様より絵本350冊、ウッ

ドフェンス15台を助成していただきました。絵本は感性と

想像力を育みます。また、広い園庭にウッドフェンスを設置

することで安全な環境を創ります。

　未来を担う子どもたちのために魅力ある園づくりに役立て

てまいります。一般財団法人第一生命財団様に心より感謝申

し上げます。

【寄贈団体名】　あいおいニッセイ同和損保

【事　業　名】　MS＆ADゆにぞんスマイルクラブ

【事　業　所】　天竜厚生会グループホーム

【実　施　事　業】　介助式車椅子

　当事業所は、夜間や休日を中心に生活援助及び身辺

介助などの支援を行っております。寄贈頂きました車

椅子を活用することにより、ご利用者が安心して外出

や行事に参加できるようになり生活の幅が広がりまし

た。あいおいニッセイ同和損保様に心より感謝申し上

げます。

助成・補助事業完了報告
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ありがとう すべてに感謝

　天竜厚生会に入職して38年間、８施設での勤務

をさせていただきました。当初は福祉に対し何も

知識がなく、医療経験年数の少なかった未熟な私

を受け入れて下さりました。また多くの職員に指

導を受け、支えていただきました。

　当時の嬉しかった事や今でも忘れられない出来

事があります。障がい施設で意思疎通が出来ない

寝たきりのご利用者のことです。当時は中村健治

医師１名であり、その頃の医療行為は現在より少

なかった記憶があります。毎日、医療処置を行う

なかで、ご利用者と関わる時間がある時には寄り

添って声掛けをしていました。ある日、いつもの

様に処置を行っていた時、声を掛けるとまばたき

をしたのです。その反応に驚きました。嬉しくて

何度も話しかけると再度まばたきをして合図して

くれたことに対して感動したことが心に残ってい

ます。嘘のような本当の出来事でした。意思疎通

が出来なくても耳は聞こえており、気持ちが伝わっ

たのだと実感しました。様々な経験を経て、看護

職員として、ご利用者と向き合って接する事を心

掛けて業務に努め、多職種間での連携や人間関係

の重要さも実感しました。

　38年間には悲しい体験もありましたが、楽しかっ

た思い出が数々あります。それぞれの施設での行

事、運動会やクリスマス会、一泊旅行の付き添い

等、貴重な体験をさせていただきました。何とか、

これまで仕事を続けられたのは、一緒に働いて助

けて下さった方々のおかげです。感謝いたします。

長い間、お世話になりありがとうございました。

　まず初めに文章を書くのもパソコンを打つのも
苦手な私ですが、折角の機会をいただいたので、
これまでを振り返ってみたいと思います。
　私は介護に対して肉体的に大変というイメージ
を持っていました。知人から介護の仕事を勧めら
れた時も自分に勤まるか不安があり、すぐにはやっ
てみようと思えませんでした。ですが、我が家に
も高齢の義母がおり、介護の必要性や関心は常に
持っていました。そんな時、アネックス百々山が
開設すると聞き、初心者の私でも働きやすい環境
ではないかと思い平成16年11月より天竜厚生会で
働くことになりました。
　介護に関する知識がない私にとって移乗・排泄・
入浴・食事等全てが難しく、先輩達の介護技術を
見て学び、知識を付けました。
　アネックス百々山では１ユニット10人と少人数
な為、アットホームな雰囲気の中、ご利用者一人
ひとりの想いに寄り添った支援を行いながら毎日

充実して働くことができました。
　次に配属されたのは翠松苑です。今まで経験の
なかった徘徊など認知症による行動症状に衝撃を
受け、対応に戸惑ったことを覚えています。認知
症や難聴によりコミュニケーションが取りづら
かったですが、敬老会や厚生会まつり等の行事に
は、一緒に楽しく参加したことも良い思い出です。
　現在、障害者支援施設浜名に配属されて11年に
なります。高齢者施設しか経験したことがなく不
安でしたが、ご利用者の元気なあいさつと、日々
のコミュニケーション、優しい笑顔で癒され励ま
されて楽しく働いています。
　３施設で得た知識は、貴重な財産です。残り数
か月ですが、多くの職員との出会い、今まで指導
してくれた先輩方、私と関わってくれた全ての方々
に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうござ
いました。

あかいし学園
主任　准看護師

大隅　恵子

浜名
ケアワーカー

富部　温子

38年間の思い出

今年度定年を迎える方に

一言頂きました
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原則として、令和５年12月～令和６年３月までに、当法人にいただいた苦情等は次のとおりです。
貴重なご意見ありがとうございました。
◆受付件数　　○法人全体：89件�（うち公表可54件）
◆主なサービス種別ごとの受付代表事例

障がい者関係事業 21件 （うち公表可13件）

施 設 名 � �浜名（障がい者支援施設）� 是 正 日 � 令和６年２月13日
件 　 名 � �令和６年1月分利用料の請求誤りについて
ご意見/ご要望の内容 � �「本人は令和５年11月の誕生日で18歳になっており、受給者証も12月に更新されている。相談支援専門員

から18歳以上は食費のみになると聞いていたが、請求に誤りがないか。」とお母様から連絡がある。

対 応 内 容 � �ご家族へ誤った請求書を送付してしまったことを謝罪し、正しい請求書を送付いたしました。原因として、児童
から成人になったことに請求担当者が気付かなかったこと、更新月を受入表に記載していなかったことが挙げら
れます。是正として受給者証の更新がある場合はその更新月を控え、確認できるようにし、また受給者証のコピー
を更新時にとらせていただくこととしました。

高齢者関係事業 17件 （うち公表可10件）

施 設 名 � �百々山（特別養護老人ホーム）� 是 正 日 � 令和５年12月18日
件 　 名 � �家の鍵が見当たらない件について
ご意見/ご要望の内容 � �ショートステイ利用時の自宅の鍵の管理について方法を定めて、施設とも管理方法について共有しているが、

鍵が見当たらない。

対 応 内 容 � �ご家族に謝罪し、経緯を説明しました。原因としてソーシャルワーカーは送迎ドライバーに鍵の取扱いについて
書面と口頭にて説明をしていましたが、それまで施設へ持ってくることとしていた鍵を「自宅に設置したキーボック
スに入れるよう変更した」ことについて、口頭で伝達したのみであったため送迎ドライバーは失念し、施設に持
ち帰ってしまいました。是正として、鍵の取扱いを記した書面に追記すると共に、相手に伝わるよう伝達するこ
とに努めることとしました。

地域福祉関係事業 20件 （うち公表可9件）

施 設 名 � �天竜厚生会ヘルパーステーション（訪問介護事業所）� 是 正 日 � 令和６年２月16日
件 　 名 � �トイレのドアが開かなくなったことについて
ご意見/ご要望の内容 � �訪問するとご本人から「先週（２月９日（金））掃除が終わってあなたが帰った後、トイレのドアが開かなくなった。

近所で作業していたおじさんを呼んで見てもらった。鍵がかかっていたみたいで外からコインで筋のところを縦に
したらすぐ直った。なぜか筋が横になっていたみたい。」と話があった。

対 応 内 容 � �申立者には、その場で謝罪をしました。原因としてヘルパー自身は、ドアに鍵をかけたつもりはないが、ドアノブ
を拭いていた際に、当たって鍵がかかってしまったと思われます。「今後は、トイレ掃除の際にドアノブの鍵の
状態を確認すること、終了後にトイレのドアが問題なく開くことを確認します。」とお伝えしました。「またお願いし
ます。」とのお言葉をいただきました。今後は、トイレのドアノブを拭いた後は、内側の鍵がかかっていないかそ
の都度確認するようにします。また、トイレ掃除終了後にトイレのドアが開くかどうかを確認します。

子育て関係事業 8件 （うち公表可６件）

施 設 名 � �天竜厚生会ささえ（放課後等デイサービス）� 是 正 日 � 令和６年３月６日
件 　 名 � �下校時刻になっても迎えが来ない件について
ご意見/ご要望の内容 � �本日利用予定となっていると思われ、13時半下校で待っているが迎えが来ない。状況を確認してほしい。
対 応 内 容 � �連絡を受け送迎状況を確認、謝罪のうえ、すぐに迎えに伺いました。また、対象児の保護者にも報告、謝罪

を行いました。原因として、学校の下校時刻の管理を特定の職員が一人で行っている状況がありました。また、
通常では朝の申し送り時に下校時刻の確認をしていますが、通常通りという思い込みから確認作業を失念して
おり、それに対して他の職員からの確認も行われていませんでした。

� � �是正として、
� � �・朝の申し送り時には必ず下校時刻について確認を行う
� � �・下校時刻の管理は複数名で業務を担当し、ダブルチェックができる確認体制を整える
� � �・学校への迎えの際には当日の利用児童が引き渡し場所にいないか確認をする　こととしました。

苦情受付の公表について（定期報告）

受け付けた苦情等は、記載した事例の他にも、以下の天竜厚生会ホームページに掲載しております。
★URL：https://www.tenryu-kohseikai.or.jp/koukai/complaints/list/

【お問い合わせ】
監査指導課
　TEL：053-583-1424
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ご 寄 付
ありがとうございます
◎�ご厚意に沿うべく、大切に
活用させていただきます。

●しらいと
　［12月］
　　白糸地区社会福祉協議会様

●厚生寮
　［3月］
　　寺田　泰人様・犬塚　早苗様
　　小池　俊昌様・小池　道子様
　［4月］
　　河口　貴利野様・河口　惣一様

ご 寄 贈
ありがとうございます
◎�ご厚意に沿うべく、大切に
活用させていただきます。

●福祉サービス課
　［12月］
　　赤佐６区シニアクラブ若葉会様

●天竜ワークキャンパス
　［2月］
　　吉田　志音様

●天竜厚生会城北の家
　［2月］
　　ミニストップ浜松鹿谷町店様

●本部・天竜厚生会グループホーム
　［3月］
　　伊藤　勝規様

●天竜厚生会グループホーム
　［3月］
　　あいおいニッセイ同和損害
　　　保険株式会社様

ボ ラ ン テ ィ ア
◎貴重なお時間を頂き
　ありがとうございました。

入所支援課
●浜名
　　野口　めぐみ様
　　老川　裕美様
　　洗濯物整理ボランティア様
　　オカリナボランティア様
　　朗読ボランティア様
　　縫製ボランティア様

●浜北学苑
　　天竜おはなしの会様
　　縫製ボランティア様
　　さらだの会様
　　本樫　美智子様

●清風寮
　　渥美　育子様
　　鈴木　政子様
　　小池　ちとせ様

●百々山
　　笹竹　久江様
　　Nalu Pili Aloha様
　　鈴木　とも子様
　　佐口　スズヨ様
　　内山　かおる様
　　伊藤　伸也様

●翠松苑
　　大野　博志様
　　赤佐6区花の会様
　　長崎　邦子様
　　本樫　美智子様
　　メイリ・ローシェン様

●しんぱらの家
　　有谷　まり子様
　　静岡県立浜北西高等学校
　　　　ボランティア部様

●天竜厚生会城北の家
　　吉田　たい子様
　　伊佐治　悦子様
　　高山　かつ子様
　　富田　廣子様

●さやの家
　　赤十字奉仕団様

●しらいと
　　笠井　喜美子様

　　フラワーショップ蝶々園様
　　桐部　敬子様
　　佐野　孔彦様
　　青山　秀子様

●さいわい
　　遠州一座様

●天竜厚生会いとめ
　　南部マジック様
　　大石　ひろみ様

地域福祉課
●やまびこデイサービスセンター
　　フラダンス　レフア様
　　二胡天竜様
　　ブライトローズ＆恵子様
　　ぴよぴよの会様
　　どぅーしぐわぁ様

●龍山デイサービスセンター
　　龍山ハーモニカバンド様
　　辻　義夫様
　　鈴木　良美様
　　鈴木　綾様

●くんまデイサービスセンター
　　太田　さをり様
　　熊幼稚園様
　　熊小学校（1年生、2年生）様

●しんぱらの家デイサービスセンター
　　さくらんぼクラブ様
　　笠井ハーモニカ同好会様
　　遊弦楽団「鳳千華」様
　　ロゼラニ　フラチーム様
　　第一興商様
　　ＤＦバンド様
　　積志寿大学院るんるんコーラス様
　　浜北笑いヨガクラブぴよぴよの会様
　　らいと♪ハーモニー様

●さやの家デイサービスセンター
　　瀧本　真央様

●宮脇デイサービスセンター
　　石上　清様
　　後藤　昭様

●登呂の家デイサービスセンター
　　髙山　はるみ様
　　メロマーネ様

●さいわいデイ・ケアセンター
　　内山　佳織様

善意の皆さま善意の皆さま
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●地域福祉課
　　亀島　貴郁様
　　尾崎　文菜様
　　鈴木　峻耶様
　　山下　侑子様
　　尾上　桜様
　　細川　風輝様
　　小堀内　星夏様
　　増田　佳純様

子育て支援課
●子育てセンターすぎのこ
　　小倉　啓子様
　　天竜おはなしの会様
　　小出　喜道様
　　鈴木　雅志様
　　鈴木　喜久様
　　鈴木　政巳様
　　ちどり様

●子育てセンターやまびこ
　　天竜おはなしの会様
　　松井　章泰様
　　鈴木　雅志様
　　鈴木　喜久様
　　鈴木　政巳様
　　小倉　啓子様

●子育てセンターこまつ
　　室内　房世様
　　北嶋　史雄様
　　野末　将平様

●子育てセンターきぶね
　　足立　篤子様
　　松下　さくら様
　　竹内フィルム様
　　松山　嘉啓様

●子育てセンターしばもと
　　田部井　詢子様
　　松井　千夏様
　　鶴田　則子様
　　太田　喜久子様
　　松浦　信子様
　　川上　節子様
　　渡瀬　和子様
　　大久保　利枝様
　　加藤　利衣子様
　　牧澤　しず枝様
　　松本　侑里様
　　中谷　亜沙実様
　　市川　良子様
　　高柳　あきの様
　　青島　和子様

●子育てセンターしんぱら
　　折金　早苗様
　　長嶋　由季子様
　　金子　とみ子様
　　松浦　信子様
　　大久保　利枝様

　　野中　不二夫様
　　田坂　満恵様
　　ちどり様
　　青嶋　和子様
　　大橋　和子様
　　ひらまつファーム様
　　竹内　博之様

●子育てセンターなかぜ
　　松浦　みゆき様
　　渥美　京子様
　　渡瀬　和子様
　　鈴木　秀美様

●子育てセンターかきのみ
　　さざんか組祖父母様
　　太田　礼子様

●子育てセンターみゅうのおか
　　おはなしの会様
　　大野　孝志様
　　一瀬　雅子様

●子育てセンターさやのもり
　　おはなしのたね掛川様
　　梅田　昭好様
　　木藤　あまね様

●子育てセンターひだまり
　　保護者会様
　　鈴木　和枝様
　　大井　保子様
　　和田　とし子様
　　西島　千恵子様
　　佐藤　文子様
　　池上　優美子様
　　小倉　智子様

●子育てセンターとものもり
　　お話しのたね様

●子育てセンターみなみしま
　　鈴木　美帆様
　　川島　厚枝様
　　徳山　晴夫様
　　桑原　たみ子様
　　村松　義明様

●子育てセンターとみがおか
　　えほんを楽しむ会様
　　井口　君夫様
　　馬渕　富美子様

●子育てセンターにじいろ
　　岩瀬　千佳様
　　安間　良子様
　　川畑　久美子様
　　下坂　知美様
　　森下　綾子様
　　瀬山　佳恋様
　　片岡　素乃美様
　　雨宮　渚様
　　小野田　裕美様
　　森田　優菜様

　　伊藤　喜章様
　　村松　芳夫様
　　浜野　直子様
　　松田　みな実様
　　太田　乙江様
　　松浦　果子様
　　齋藤　薫様
　　後藤　愛美様
　　鈴木　摩実様
　　川村　美穂様
　　丸尾　あいり様
　　寺田　紗莉菜様
　　渡邊　実可子様
　　村上　牧様
　　雨宮　慎也様
　　西村　絵理様

●すずかけっこ保育園
　　後藤　富位様
　　鈴木　由朗様
　　後藤　誠一様
　　おはなしのたね掛川様

●なぎさ保育園
　　豊田　一仁様
　　彦坂　一夫、育子様
　　子ども読書アドバイザー青島智深様
　　人形劇とまと様
　　豊田　孝子様
　　琴紫会様
　　河田　弘子様
　　穴水　春男（正太寺）様
　　すこやかファーム様

●ふたまた児童クラブ
　　生熊　儀丈様

●天竜病院ひまわり保育園
　　保護者会様
　　渥美　友里様
　　青柳　りさ様

福祉サービス課

●福祉サービス課
　　全国社会福祉協議会
　　　　アジア研修生様
　　静岡県立浜北西高等学校
　　　　女子テニス部様
　　静岡県立浜北西高等学校
　　　　情報処理部様
　　静岡県立浜北西高等学校
　　　　ボランティア部様
　　天理教北遠支部様
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社会福祉法人　天竜厚生会　　〒431-3492	浜松市天竜区渡ヶ島217-３　　TEL.053-583-1115　　FAX.053-583-1224

ISO9001 自己適合宣言　 Copyright © Tenryu-kohseikai All Rights Reserved. ※本紙は再生紙を使用しています。

　令和６年４月１日より、当法人子育て部門のエリアパンフレットが新しく生まれ変わりました！当法人の

特色である７つの活動がイラスト化され、明るく楽しいデザインに仕上がっています。

　ホームページには電子ブック版もご用意いたしました。是非、新しくなった子育て部門エリアパンフレッ

トをご覧ください！

子育て部門エリアパンフレット
が新しくなりました！

子育て支援課
事務員

太田　真央

▲�電子ブックはこちらから！▲�電子ブックはこちらから！

お問合せ先 福祉サービス課　　　TEL:053-583-1123

毎年恒例の天竜厚生会
納涼花火大会を開催します！

MEW FES!!
開催します！

令和6年7月19日（金）19：30～20：00
雨天時は7/25（木）、8/2（金）で延期になります。
場 所 　天竜厚生会研修センター駐車場

夏恒例の天竜厚生会納涼花火大会はご利用者や地
域の方々に花火を楽しんでいただくことを目的に開催し
ております。天候による開催の可否はホームページに
てお知らせします。皆様のご来場をお待ちしております。

令和6年7月30日（火）10：00～16：00
場 所 　サンストリート浜北

イベントに合わせて施設ご利用者の作品も展示する
予定です。詳細が決まり次第、ホームページにてお
知らせいたします。皆様のご来場お待ちしております。
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